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地域活性に取り組む市民活動を支援する「ま
ちづくり公募補助金事業」の公開プレゼンテー
ション審査会が、5月30日（日）、アストくにさ
きマルチホールで行われました。
審査会では、応募があった8団体が行う説明
を、大学教授をはじめとする5人の審査委員だけ
でなく、傍聴に訪れた方々も熱心に聞き入って
いました。
審査点数は当日発表され、今年度は8団体すべ
てに補助金が交付されます。なお、8団体の公開
活動報告会（補助金交付団体以外の方も、傍聴自
由です。）を、来年3月に予定しています。

農業委員の農業共済組合推薦委員であった安部平さん（安岐町掛樋）の退
任により、新任として河村和泉さん（国見町岐部）が6月1日付で就任しま
した。
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　　　　プレゼンテーション審査会が実施されました
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国 東 活 性 化 委 員 会

国 東 町 商 工 会 青 年 部

国東半島あいルネサンス連盟

つるがわ地域おこし協議会

山 口 陽 農 会

ＮＰＯ　お く す り 研 究 会

く に ち ゃ ん 倶 楽 部

ＮＰＯ ほ た る

ひ ま わ り 祭 り

全国夢一文字コンテスト

おせったいの街づくり事業

菊芋の普及推進と特産品づくり

国東子ども絵画コンクール
(国東いいとこ再発見事業)

ひ ま わ り で
笑 顔 と 元 気 な 里 づ く り

国東市民を対象とした薬の
正しい知識の啓発・普及事業

第2回ほたるウオーキング
in 朝来

問い合わせ　企画課　企画班　☎0978－72－5161

問い合わせ　農業委員会事務局　☎0978－72－1111　内線218

補助金申請額総事業費事　　　業　　　名団　　　体　　　名

河　村　和　泉 委員（国見町岐部）
担当地区　上岐部・中岐部・下岐部

※詳しい事業内容やプレゼンテーションの様子を納めた動画は、ホームページで紹介しています。

（発表順）

Q 民生委員・農業委員との違いは？

A

あなたの集落の支援員は次の皆さんです

企画課　地域振興班　☎0978-72-5161問い合わせ

 
対象集落名 

集落支援員 
対象集落名

 集落支援員
 氏　名 氏　名
 西方寺区 尾　方　正　記  行 入 区 田　川　善　治
 千 燈 区 永　井　輝　生  新 栄 区 金　原　英　俊
 下櫛来区 清　和　源　氏  上 立 区 友　末　正　憲
 中岐部区 宮　本　冨　子  両 子 区 田　邊　正　秀
 向 田 区　 吉　岡　久　敏  富 永 区 渡　邊　トシ子
 岩戸寺区　 吉　武　一　久  恒 清 区 鈴　木　明　継
 長 野 区 猪　俣　亀　鶴  糸 永 区 稙　田　旨　夫
 成 仏 区 麻　生　拓　之　  諸 田 区 江　口　重　利
 下成仏区 松　浦　廣　澄  小 俣 区 下　川　和　義
 中 田 区 徳　丸　宣　英  久 末 区 三　浦　俊　次
 赤 松 区 西　田　愼太郎  矢 川 区 安　部　重　幸

～豊かな少数社会創生のために～

22人に国東市集落支援員を委嘱

敬称略

集落の高齢化が進むと、道路の補修や草刈り、集会所や神社の清掃、お祭りなどの共同作業が困難に
なってきます。こうした集落の機能を維持していくことは大きな課題の一つです。市の4月1日現在の小
規模集落の割合は16.9％（130集落中22集落）で県内18市町村中5番目に高くなっています。また、総人
口（33,121人）に対する65歳以上（11，742人）の方の占める割合は35.5％となっています。

①担当する小規模集落への目配り、集落の巡回及び状況把握
②担当する小規模集落での話し合いの促進及び意見集約
③集落住民が取り組む地域振興策（集落応援隊事業や大分県里のくらし支援事業）への協力
④集落支援員合同会議への出席及び各種課題の検討

65歳以上の方の占める割合は 35.5%

市では今後も小規模集落が増加していくことが予想されることから、昨年度に引き続き「集落支援員」
を設置し、集落の維持・活性化策を検討していくことにしました。

小規模集落に集落支援員を設置

集落の維持・活性化や鳥獣被害対策、交通対策などの課題は、どれも一朝一夕に解決できるものではあ
りません。しかし、集落を元に戻すことは無理でも、現在の顔ぶれで何が出来るのか、どういうやり方が
出来るのか話し合い取り組むこと、併せて、地域の様々な資源を活用する方策を検討し、少人数でも豊か
で生きがいのある暮らしを営める仕組みを創り出していくことが大切です。
農村の再生ではなく創生のためには、住民と住民、住民と市・県との強力なパートナーシップが不可欠
ですが、集落支援員にはその間を取り持つ役割が期待されます。

民生委員は地域住民の福祉向上のために相談、指導、調査活動や福祉事務所などへの協力活動を行ってい
ます。また、農業委員は自作農の創設及び維持、農地等の利用関係の調整などの役割を担っています。
集落支援員は、小規模集落の5年、10年後を見据え、集落の人たちが立ち上がるきっかけ（仕組み）づくりや

集落の維持活性化策を市や県と共に検討していきます。そこで大切なことは、小規模集落に住む皆さんに当事
者意識を持っていただき、地域の問題を共有化し、その解決策を自ら考えていただく点にあります。集落支援
員は、言わば集落のアドバイザー・コーディネーターといえます。

集落支援員に期待される役割

今年度の主な活動内容
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